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小学生の頃から、税についての授業を何回も受けてきた。なんで税があるのか？国の公共事業に使うため。憲法にだって、国民の三大義務として納税の義務が定められている。そういったものを、一通り知ってきたと思う。しかし、ふとしたきっかけで国の一般会計歳入額の内訳を見ることになって、驚いたのは、自分の知らない「税」が想像以上にたくさんあったことだ。
揮発油税、酒税、たばこ税といった様々な税金は、私はごく最近まで全く知らなかった。それに、一体どうして消費税という税金もあるのに、またさらに重ねるような税金があるのだろうか、という新たな疑問もうまれてきた。
私が思うに、それぞれ、その税を作るに至った経緯があるのではないか（単に税収が足りなかったから、という理由ではなく）。揮発油税であるなら、ガソリンに税をかけることで、人々に公共交通機関の利用や自転車での移動を促して、環境を守るためではないだろうか。酒税やたばこ税は、人口の健康を守るためではないだろうか。
それぞれの税金に存在している理由があるから、消費税という税金の他にも、特定のものにかける税金が存在しているのだと思った。
このように、税に対して、なぜあるのだろう？と深く考えていたら、今までは税に対して抵抗感があったが、前よりも税を払うことに対して、前向きな気持ちになれた。
税が生活の様々な場面で役に立っているということはよく理解していたし、自分自身、学校のクーラーにどれだけお世話になっているかは言葉では言い表せない。だというのに、税を支払うことに若干嫌だなと感じていた理由が分かった。税の意義を知らなかったからだ。公共事業、社会福祉、といった壮大な言葉では理解できなかった税の役割や意義をそれぞれの税に落としこんで考えることで、知識としての税ではなく、私たち一人一人の暮らしを考えて作られていたものなのだと、身近に感じられる税に変換できたと思う。
これから大人になっていく中で、税を払うことを嫌だなと思う瞬間が少なからずあると思う。そんな時に、これらの税は、私たちの生活のために作られているのだと思い返してみることで、税と向き合っていきたい。
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